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Abstract

本研究は曲がったドメインウォール質量を持つフェルミオンの解析を行う。従来の平坦な
ドメインウォールと同様に、質量のないカイラルなエッジ状態がドメインウォールに現れ
るが、それらはドメインウォールから誘導される非自明なスピン接続の影響を受ける。つ
まり、この状態はスピン接続を通じて、重力を感じている。この研究ではまず、連続理論
において円 S1 および球 S2 を平坦な空間に埋め込んで、Dirac 方程式のスペクトルを解
析する。そしてカイラルなエッジ状態が重力を感じていることを示し、重力の効果がどの
ように検出されるかを議論する。次に同様のことを格子理論で行い、適切な連続極限のも
とで連続理論の結果を再現することを見る。
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